
平成10年度試験研究成果

区分 指 導 題名 輪作及び耐病性品種の利用によるダイコン萎黄病の発生軽減

〔要約〕ダイコン萎黄病の多発圃場において、２カ年以上の輪作後の耐病性品種作付により、

本病の発生が軽減される現地実証事例を得た。

キーワード 輪 作 耐病性品種 園芸畑作部 野菜畑作研究室ダイコン萎黄病

１．背景とねらい

本県の露地野菜産地は、連作障害の発生等により作付面積が年々減少傾向にある。特にだいこ

ん作においては、実用的な輪作年数が明らかにされていないこと、輪作作物導入により新規投資

が必要となる上、従来のだいこん大規模設備の稼働率が低下することなどから、作付が特化しが

ちであり、連作によるダイコン萎黄病発生を顕在化させている現状である。

そこで、ダイコン萎黄病の多発により耕作を放棄した現地圃場において、短期輪作および耐病

性品種の利用を内容とする栽培実証の中で、同病の発生軽減効果を検討した。

２．技術の内容

（１）ダイコン萎黄病多発前歴のある圃場において、２カ年の輪作後に耐病性が特に強い品種

（ W-1511」等）を作付することにより、本病の発生を実用的に抑制できる（表１ 。「 ）

３．指導上の留意事項

（１）本実証は、耐病性が特に強い品種を使用した事例であり、耐病性品種全般に通じるものでは

ない。

（２）本実証では、２カ年の輪作と耐病性が特に強い品種の１カ年の作付組合せにより、翌年以降

には罹病性の良品質品種の導入も望める結果となったが（表１ 、単一の現地実証事例である）

ため、今後本格的な検証が必要である。

（３）本実証は、ダイコン萎黄病のみを対象としたものであり、実際の作付にあたっては他の連作

障害にも充分留意した上で輪作体系をとる必要である。

４．技術の適応地帯

県下全域

５．当該事項に係る試験研究課題

[畑地利用１]－１－(４) ア 高収益作物・新規導入作物・普通畑作物による機械化輪作栽培

と高品質、安定生産技術
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７．試験成績の概要

表１ ダイコン萎黄病の発病株率推移

平成７年 平成８年 平成９年 平成10年処理区 ～平成６年(７年間）

０．０W-1511 W-1511
０．０

０．０＊ 調整重 ８００ｇ 涼 太

ＹＲてんぐ
１ ０．０（ ）だいこん （大 豆） (大 豆）

＊ 調整重 ８５７ｇ

０．０いわて青首 W-1511
１７．０

０．０＊ 調整重 ７５６ｇ 涼 太

０．０W-1511 W-1511
０．０

０．０＊ 調整重 ７３２ｇ 涼 太

ＹＲてんぐ
２ ０．０（ ）だいこん （大 豆） (大 豆）

＊ 調整重 ８６１ｇ

６．７いわて青首 W-1511
１０．０

６０．０＊ 調整重 １，１４６ｇ 涼 太

０．０W-1511 W-1511
０．０

５．６＊ 調整重 ７１３ｇ 涼 太

ＹＲてんぐ
３ ５．０（ ）だいこん （キャベツ） （キャベツ）

＊ 調整重 ７８１ｇ

０．０いわて青首 W-1511
２５．７

３５．９＊ 調整重 ９８２ｇ 涼 太

０．０W-1511 W-1511
０．０

０．０＊ 調整重 ６４６ｇ 涼 太
ＹＲくらま W-1511

ＹＲてんぐ
４ ３３．３ ２１．６ ２．５（ ）だいこん

＊ 調整重 ７４８ｇ

＊ 調整重 ６４６ｇ ＊ 調整重 ６４２ｇ

０．０いわて青首 W-1511
２．５

４．８＊ 調整重 ５１９ｇ 涼 太

０．０W-1511 W-1511
０．０

０．０＊ 調整重 ５６０ｇ 涼 太
ＹＲくらま W-1511

ＹＲてんぐ
５ ７５．６ １６．６ ２．５（ ）だいこん

＊ 調整重 ５６８ｇ

＊ 調整重 ５６８ｇ ＊ 調整重 ７３４ｇ

０．０いわて青首 W-1511
０．０

０．０＊ 調整重 ５６６ｇ 涼 太

《試験の概要》
(1)試験場所 岩手郡滝沢村姥屋敷
(2)試験区の構成

※( )内は播種日

No. 区名 １年目 ２年目 ３年目 ４年目
だいこん(6.19) だいこん(8.11)1 大豆輪作① 大 豆 大 豆
だいこん(6.19) だいこん(8.11)2 大豆輪作② 大 豆 大 豆
だいこん(6.19) だいこん(8.11)3 野菜輪作 ｷ ｬ ﾍ ﾞ ﾂ ｷ ｬ ﾍ ﾞ ﾂ

だいこん(6.23) だいこん(5.24) だいこん(6.19) だいこん(8.11)4 連作①
だいこん(6.28) だいこん(5.24) だいこん(6.19) だいこん(8.11)5 連作②

注１）各処理区は栽培管理を異にし、各区間の土壌の移動・混和を避ける。
注２）４年目は、細分された区の土壌の移動・混和を最小限に防ぐため、
不耕起・全面黒マルチ栽培とした。

(3)調査方法 任意約20株の根部を切断し、導管部の褐変有無を調査する。


